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In this report， we described the results of the investigation on the yield rate of logs cut from three 

diffrent stands of Sugi treeヨ出 thinningtree3 and the q'lality of lumber sawn from same logs 

The three stands were chosen from the forest in Yamanashi prefecture， and the diffrent tending had 

been done to each st叩 d，and about 120~130 trees were cut severally for the investigation 

( 1) As the bad quality trees and dominated trees were chosen for thinning trees， the most. of them 

were pole S1ze trees and the yield rate of timbers was very small. And this tendency was typical 

at extensive stands. 

( 2) The diameter of most logs w師 below10cm and the length of logs was very short because of the 

sweep of trees， and the quality of logs was bad. 

( 3) The yield percentage of timbers was about 50泌 andthe more extensive stand became. the 

smal1er the yield percentage of timbers became. the size of timbe日 wassmall and short. Most of 

timbers corresponded to the 2nd grade and off grade of J. A. S. at green condition. The quality 

of them was deteriorated by the defects of wane 

( 4 ) The quality of large squares was deteriorated by the splits on surface and twisting warp at dry 

condition. But we think these defects to the small squares wi1l be checked by drying at pressing 

condition. 1n such case as the knot area ratio of timber was large. we thought the small squar田

had a probrem on the point of strength. 

要旨. 本県のスギ間伐対象林分から、保育方法の異なる林分3カ所を選び、乙の林分の間伐材から、それぞれ

120-130本、言1-376本の供試木を採取し、製材した。

その過程において、供試木や丸太の形質、用材・製材歩止り、製材品の品質を調べて次の結果を得た.

1) 間伐材は、形質や生長の惑い林木を対象にするため、小径材が多く、用材利用率が値い。また、粗放な林分

ほどその傾向が強い。

2) 間伐材から得られる丸太は、径10cm未満の小径材が大部分で、曲りなどの欠点により短尺百倍品質の材が多
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い。

3) 丸太からの製材歩止りは5切五前後で、組放林分ほど歩止りが低い。製材品は断面の小古い短尺材が多く、そ

の品質はJAS2等以下の材が過半数を占めた。品質は主として丸身の欠点仁より左右された.

4) 断面の大きい角材は、乾燥にともない、ねじれ、罫jれ、が出て品質が仮下した。しかし、断面の小古い材は

加庄乾燥により、これらの欠点が抑制できるも白と予測されたが、集中節径比が大きく、強度的に問題があるも

のと考えられた.

まえがき

わが国の人工林面積は戦中、戦後の林業事情により若令林分が著しく増加し、これら林分の保育面か

らの間伐対策が問題になっている2)。

一方、間伐材の利用は木材需給構造の変革により仲ひ'なやみの傾向がみられことから、優良株分育成

のための間伐促進や森林資源の有効利用の面からも、筒伐材の利用開発が重要な課題となっている。本

県でも同様な傾向にあり、保育と利用の面からいろいろとその対策が検討されている。2)

本試験はこのような現状に対応して、間伐材を主とする小径材の材質実態を調べ、これら間伐材の利

用促進のために必要な資料と、森林の保育に対して材質面からの示唆を与えるため、国の指導のもとに

総合助成メ=ュ{課題試験として、昭和47年度から 3カ年計闘で実施したものである。

この試験を実施した機関は当場はじめ北海道林産試験場ほか6機関で、すでにその成果は各機関で発

表されているが3，4.d，6，7，め本報告は当場で突施した試験結果をとりまとめたものである。

本試験実施にあたり、穣々ご指溝、ど教示頂いた林野庁研究普及謀、嵯峨途利企画官ならびに農林省

林業試験場木材部 中野達夫材質研究室長、同斉藤研究官他関係各位に深く感謝いたします。

試験方法

1 .試験由内容

県下のスギ間伐対象林分のなかで、地域別、育林方法別に特色のある下記地区から試験対象株分を選

んだ。これらの対象林分に標準地を設け林分調査を行うとともに、各林分からそれぞれ120-130本の供

試木を採取し、供試木とこれから探材した素材の形質を調べた。そして、これらの素材は実用寸法(指

定寸法)により製材し、これから得られた製材品の品質と、その品質に影響している欠点の種類と程度

を調べた。また、一部は製材品を乾燥し、このあと乾燥にともなう二次的損傷の程度も調べた。

昭和47年度。山梨県南巨摩郡宮沢町石合 (plot-A)

昭和48年度 山梨県南巨摩郡宮沢町徳間 (plot-B)

昭和49年度山梨県北都留郡上野原町桐原井戸 (plot-C)

1 )林分調査

試験対象林分については、林分の所在地、立地条件、気象条件、造林・保育型式を聞取り、または関

係資料により謁ベた。また、株分内に標準地を設け、とのなかの林木の胸高直径、樹高を調べた。
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2) 供試木および供試丸太の採材と品質調査

試験株分より所lf'者の選木基準で選定した間伐材の中から、胸高度径3cm以上で数量治;120本程度と

なる標準地を設定して供試木を選出した。

供試木伐倒前に胸高直径、曲幹の程度、根曲り、根強り、外傷の有無など幹の形質的特徴を調べ、伐

伊j後に樹高、校下高き、枯校高きを測定した。

現!定後の供試木は111元で採材せず全幹集材し、当場構内の平坦地に運搬して供試木の形状に合わせて

指定の長さ 3mおよび4mに玉切りした。しかし、曲りの大きい材は利用上やむなく1.8mに探材した。

採材した丸太は素材の JASl;こしたがい、その形質を調べた。

3) 供試丸太の製材および製材の品質調査

(1) 製材の材種

供試丸太の形質に合わせて表 1の材種を製材した。

(2 ) 製材生材時と乾燥後の品質調査

国で指定した様式により節、曲り、そり、ねじれ、丸身、割れ、変色など欠点項目別に製材の品質を

調べた。

また、一部の製品については直射日光や雨水が当らないように桟積して天然乾燥を行い、さらに合水

率が10%程度になるまで人工乾燥を行い、生材直後の製品と乾燥後の品質を比べて、乾燥にともなう品

質の変動を調べた。

表 1 供該丸太の製材木取寸法

Table. 1 Sawing methods for study logs 

材 種
す 法 Size

厚Thiさckn(ec坦:)! 揺WM(t1c1m〉||長Leさng(tmh) 
搭 要

vVood species 

立 角 10.0 10.0 3.0-4.0 当場では材長1.8mの材も合む

正 角 7.0 7.0 。 。

平 割 4.0 9.0 。 。

平 割 3.6 4.5 ペク 今

小幅板 2.7 9.0 。 。

" lE 軍U2) 5.0 5.0 1.8-4.0 48-49.年度に製材した

メ
正 害U3) 4.5 4.5 1.8 47年度に製材した

正 割" 3.6 3.6 1.8 。
ニL

害U2) 3.0 3.0 1.8-4.0 48-49年度に製材した

3 
正

平 害f) 3.0 9.0 '-' 。

基
A δ E 

平 害U3) 3.0 4.5 1.8 47年度に製材した

平 顎U3l 1.5 4.5 1.8-4.0 47.年度にJii!J製品として製材した

取っき材" 1.5 4.5以上 '" 4シ

注:メ=ュ戸外製品 1)は県の利用実態之さか11:り向上のためa 当場単独で追加した材種3)と，試験参加鰻関で打合せ検
討のうえ追加した材種わが含まれている.
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試験結果と考察

1.試験地の概要と保育型式

各試験地の概要と保育型式の特徴を表-2 、 3 に示した。試験地の標高は 440~710m で、 plot-B は

plot-Aに比べて200mほど高いが、他は近似した立地条件となっている。 plot-Cは高きが前者の中間的

な位置にあるものの、母材料が異なり年降水量が少ない。しかし、スギの生育には県下で最も適した地

域9)として知られている。

各 plotとも地λギ実生苗を植栽した林分で、植栽本数の多い plot-Cが粗放、植栽本数の少ない

plot-Aが丁寧な保育を行っている。

表-2 調査地の撰泊

Table. 2 Sanp1ing plot. 

区 分 plot→A plot-B 

海 窃 高 (m) 440-480 句。~710

A1titude 

傾 ~ 度 (0) 33 20-35 

S!ope of stand 

傾 斜 方 向 N NNE 

Bearing of slope 

士 壌 型 Bnl) BD1) 

Soil type 

母 材 料 麗岩、砂岩" 磁宮、砂岩"

Parent material Conglomerate， sanclstone Conglomerate， sandstone 

年 平 均 気 混 12$) 103) 

Annual m田 ntemperature 

降 水 量 (mm) 2，400--2，6003) 2，6003) 

Precipitation 

土 性 L" L" 

Soil structure 

1苗 令 23 26 

Tree age 

立 木 密 度 ( 本/ha) 2，150 2，450 

Number of trees at the final cuting 

標 準 I也 面 積 (ha) 0.51 0.43 

Sample plot area 

注1)山梨県林業試験場，透地適木謂査報告書(富士川涜域甫部地域)， 1973，による.

2)山梨県抹業試験場，遥地造木謁査報告書， 1957.による.

3)山梨梨林葉試験場:山梨県林業気象図.1968.による.

plot-C 

510-520 

15-25 

NW  

BD幻

粕仮岩"

Phyllite 

143) 

1，6003) 

CLV 

22 

3，000 

0.35 



区分

品積

苗木

植栽

下刈

ド刈りつる切り

除間伐

抜打ち

今後の保育計画

2，供試木骨概要
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表-3 保 育型式

T冶ble.3 Tending type 

pl叶 A I pl叫 B I plot-C 

地スギ | 地スギ | 地スギ

3年生、実生苗 I 3年生、実生苗 I 3年生、実生苗

IE方閥、山本/ha I 正方形植、仰木ルa I正方形植、臨脚本月四

年1回、植設後四年間 |年 1 回、植栽後 8~9年間|年 1 回、植栽後 8~9年間

「間1年担問2回 | 植若干日~諸に [ 上盟記唱盟聖匙鵠長埠車rわ枇せ

11琳判的航に劣紺勢勢F路碑ぞ包皇謹里聴皇 l ま剖だ錨して山 | まだ実錨胞山ないー12年15%、20-23.$15%! c>. 1'-7CIJ<!:I V .._ ~ "d.. Y ， I 

恒恒塾些~ël 植栽齢者象結成1 凶 1 "，oi!iVc竺:
陪伐 |間伐 |間伐

irii号室:ZZ !騨綻 5品目円引 室主皇居勢拡~7年
残存本数本/ha I 2 回、残本数 1 ， 400~

I 1. 500五/ha

伐期 |伐期 |伐湖

印年、材長6mの用材を I40年、もっと延したいが I 35~4日年令で皆伐する予
目標 | 経営的に困難 | 定

間伐対象林分における供試木の概況1(1.11，1のから各 plotの標準地内での林水ならびに供試木、胸高直径

8cm未満の材や立枯れ損傷で利用価値のない除外木の胸高直径別頻度を凶 1に示した。

標準地内での林木の胸高庶径は 4cmから24cmの範囲にあり、バラツキが大きい。供試木の胸高直径

IOC 

E泉町

j主加

E競印

言度
ヨ(j:D40 
υ 
〈

20 

8 12 16 20 24 
胸高直径 l'何)

Breast height diameter 

図-1 合ド、供誌木、除外木の胸高直径別

出現率の累加頻度

Fig. 1 Accumulated freqency on degree of 
B. H. D. (Al1trees， Sample tre田，

and Other thinned trees) 

50， 

20 

tO 

@一_.立木Ai'trees 
。--0供試木Samp!E，，，目
ム--A除外木

O!her thinned 
trees 

8 12 16 20 24 
胸高直径(，門)

8reast heighl d'ame!er 

図-2 立木、供試本、除外木の胸高直径llU
出現率

Fig，2 Frequency on degree of B. H. D 

(Al1 trees， Sample trees， Other 
thinned trees) 
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ぬ上高同

Ground he:;:ht 
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h 
u 
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U 

主加

豆類 60

号度

5ωm 
u 
〈

一一一一一一 plot:
陸ーー守圏 A 

一一一一一一_l>---A B 

0--0 c 

2 3 4 5 6 

地上高(閃)

Ground heighl 

図 4 長い枯枝の地上高別出現率
図 3 供試木の樹高と枝下高

Fig.3 Clear length and height of 

sample tree 
Fi耳.4 Frequency on degree of clear length 

classified by ground height. 

は 12cm以下の材が 80%前後を占めているが、 このうち

plot~C でやや大きい供試木が選ばれている。これは plot

Cの林木が他の林分に比べて生長がよいことなどによるが

粗放株分のため立枯れ、雪折れなどの損傷木が多く、供試

木の本数と同じほどの材が利用価値のない試験対象外の除

外木となり、用材利用率は著しく低くなる。したがって、

間伐による収益は間伎の作業量に比べてきわめて低い結果

を示した。

供試木の樹高と校下高は図 3のとおりで、平均樹高は

9.6~10.6m の範凶となり、樹高のパラアキは保育の丁寧

な plot~A が小さい。

供試木の長い枯校高さは図-4でわかるように、その高

さやバラツキは立木密度や保育の程度に関連性が高いこと

を示している。

3.潤伐材の選木基準と供試木の特徴

間伐材は各 plotの所有者の選木基準により選木した。

斜 立
S'a円t:n且
"邑E

生長の状翠
S，¥u，ll(l内

幹の鈎句斜立
Form curve 

and sI3n[:r沼 tre~

曽 2
じ二コ小

一、、

口fgro"th Mf 

20 40 60 
構成比辛 ;;j

Strucluralτatio 

生長の状況
S比uallon
01 grulllll 
上層木

中層木

下層木

80 

p'ol 

) A 
B 

C 

A 
B 

I C 

A 
B 

C 

100 

注) 幹の曲り、斜立は A~小 B=中 Cコ大

生長の状況は A~上層木 B~中層木 C~

下層木

図 5 供試木の幹曲り、斜立、生長田状記

Fig，5 Situation of growth and slanting 

tree and form curve of sample tree 

その結果、林内における林木の特徴として生長度、幹J!lJり、斜立の程度により大、中、小に区分してみ

ると、間伐木の特徴は図 5のとおりとなり、主として下層木と斜立木を選木していることがわかった。

供試木の外形的な特徴を示すと表 4になる。各 plotとも幹曲り、根曲り材が多く、 Bではこれに

加えて槍殺材が多い。また、 Cでは雪害によるタ傷木、立桔材が目った。

供試木の根曲りは凶-6 、 7 のとおりで、根曲りの大きさは傾斜度の小さい plot~C が最も大きく、

傾斜度との関連也は明らかでなかった。また、根曲り方位は各 plotとも V方向が80%以上で、傾斜方
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向との関連性が高いことを示した。

4.供保木の用材利用率と素材の大きさ

供試木は全幹で林業試験場構内の平坦地に運援

し、供試木の外形的特徴を観察しながら材長4m、

3m、 1.8mの素材を採材した。その結果を表

5ならびに図8、日、 10に示す。

供試木 1本当りの平均幹材積はO.05m3ほどで、

これら材の用材利用率は平均値で61.1~70.9%程

度となり、 plot別ではA>C>Bの煩で二叉木や

檎殺材が多い plot-Bが低い利用率となった。ま

た棋切り材は根曲りの大きい plot-Aに長い根切

材が多くあらわれ、長さ60cm以上の材が40%近

くに達し、今後これらの材の利用開発が問題とな

ろう。

採材した素材の材長別構成比率は、 plot-Aを

除き短尺材が著しく多く、 plot-Cでは 82%以上

の材が1.8m材となった。また、これらの素材の

径は関 11のとおりで各 plotとも大差はなく、

径 10cm未満の材が90%以上を占め、このうち径

6cm未満の材が30%前後含まれている。

これらの実態から間伐材から得られる素材は径

10cm未満の小径材で、しかも短尺材が多いこと

根泊り高さ

一一 He，ght01 bu!t $weep 
plot 

ロー-<コ A 

会一一企 B 

Cトーー。 c
¥'lloth 01 

根的り筒 butl s吋 'p
Eト周回<l A 

d---A B 

。同ーペコ c 

20 40 60 80 100 120 140 

根幽り高さと幅(，π) 
Width and height 01 butl sweep 

図 8 根曲り商さと幅別白出現率

Fig.6 Frequency on degree of butt 日veep

classified by width and height 

表 4 供試木の幹形の特徴

Table. 4 Forrn of sample tree， 

-一-一 L. I I I 幹形一一一 plUl I A I B I c 
Form ー ~_II I 

曲 幹

Curve form 

。I<Ql I。
根曲り

Butt sweep 

。IOI<Ql

指殺材

Taper tree 

ム 1<Ql IO

片 枝 木

Single Clear tree 

根張り

Root swelling 

外傷木"
¥Vounded tree 

立 枯 れ

Snag 

又木

Forked tree 

OIA 

A 

。
企ミ齢

ム

一一一一一一一一一一一上一 一一
注 1) 出現率:@は20%以上りもの

Frequency above 20% 
Oは10%以上20g五未満のも白

10% up to 20% 

Aは3%以七10%末潜のもの
3 % up to 10珂

2) 外傷木は雪折れを含む
可Voundedtrees include sno、，vbreak trees 
among the number. 

106 

、出叩，
U 

Z現

苫司ド 60
~ 

}干3

40 

20 

泊四tt
口 c

V 

方位

8e~rjng 

図 7 供試木の根曲り方位JlU出現率

Fl耳 7 Frequency on degree of butt sweep 

of sample tree classified by bearing 
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表-5 胸高径綾別の樹高、枝下高、

Table. 5 Average tree hight， clear length， Volume stem and branch and yield of 

胸高[直径 本 数

階 日j Number of 

B.H.D sample 

trees 
(cm) 

(本)

plot-A 

8 23 

10 49 

12 37 

14 5 

16 I 

計 I 11;; 
Total I ムムυ

」墨ι上
plot-B 

B 

10 

12 

14 

16 

20 

54 

28 

15 

1 

TZi寸 118 1 

lErコ;
plot-C 

8 

10 

12 

14*牢

1&特

18 
20オ*

33 

46 

27 

7 

5 

2 

計 I "凡 l
Total I '"V I 

平均 I I 
Average I I 

平均樹高

Averaged 

height in 

trees 

(皿〕

8.9 

10.4 

11. 7 

10.9 

12.4 

10.6 

8.9 

8.9 

10.5 

11.3 

13.0 

9.2 

10.2 

10.8 

12.3 

10.0 

12.6 

10.2 

樹高範囲 平均枝下高 枝下高範閤 完 裕 度 幹 材 積

Range of 
Averaged Range of Degree of Volume 

height in clear length clear length full-body A 
trees 

(m) (m) (m) H/D (m') 

6.6-10.8 4.4 2.0-6.9 111.5 0.02 

8.4-12.0 5.1 1.9-5.1 112.7 0.04 

6.0-13.6 5.5 2.6-7.1 95.6 0.06 

8.5-12.0 5.9 3.1-7.1 78.1 0.08 

6.2 77.5 0.12 

1 1 

1 1 
0.05 

7.7-10.7 4.1 2.6-5.9 110.3 0.02 

7.5-10.6 3.9 2.3-6.8 94.3 0.04 

8.1-13.4 5.3 2.4-9.1 90. 9 0.06 

8.1-13.0 5.4 3.6-7.9 86.1 0.09 

8.1 86.9 0.13 

4.5 95.1 0.05 

6.2-12.5 5.6 2.8-8.4 113.0 

4.8-13.5 5.9 1.6-10.4 102.8 

5.8-13.0 6.5 1.4-10.3 92.0 

11.0-13.8 5.6 1.5-7.3 87.8 

6.3-13.2 5.0 4.6-7.0 63.6 

10.3-15.。 6.8 1. 6-12. 0 65.2 

出:斗-Tf-lj主L
注， 1)末口径は平均末口径をしめす.

2)本( )内の幹材積は基礎措置供試木 1-2本除外したもので. 1)が3本. 2)-3)はそれぞれ

わ孝著胸高宜径14cm以上は援出の都合により試験地で短尺に玉切りしたため，立木調査以障の詞査
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幹材積および用 材利用率

timber on the groups of sample trees classified by diameter in breast height 

5.7 20 

5.9 45 

6.9 31 

9.0 7 

4.0 1 

104 

6.4 

6.1 38 

6.5 日5

7.4 50 

8.4 34 

217 

6.9 

6.3 74 

6.6 102 

7.9 66 

1本，計5;本除外してある.

は省時した.

採 材 丸

6.0 9 

6.5 30 

6.8 19 

11.0 2 

7.0 1 

61 

6.7 

6.3 6 

6.7 32 

8.3 17 

8.9 11 

9，7 2 

68 

7.5 

6.7 4 

7.8 24 

8.9 16 

ぺ

ーヨi

5.5 

7.1 

7.8 

7.2 

7.2 

6.2 

6.4 

7.2 

9.4 

9.5 

7.8 

8.5 

8.3 

利用率

材積 Volume ratio 
Volume BjAx1日日

B 

(m') 
(%) 

11 40 0.016 75.6 

33 108 0.028 71.5 

38 88 O.日42 67.8 

5 14 0.0印 75.0 

2 0.036 30.0 

87 

70.9 

1 45 0.016 70.8 

2 129 0.021 55.7 

12 79 0.038 63.2 

6 51 0.056 63.3 

1 3 0.090 69.2 

22 

61.1 

78 I 0.521 66.8 

4 129 I 1，270 65.4 

4 86 I 1，178 71.9 

-8 -1 一一一二玩B可一一一一
一 一
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が予想され、利用1<:際してはこれらの形状的な特徴を認識したうえで検討を加えていく必要がある。

4.素材の品質

採材した素材を JASにより格付すると図-12になる。

得られた素材の80%前後は2等材で低品質の材がきわめて多い。主な欠点は曲りで、図 13に示すと

おり曲り量25%をこえる材が6O~70%を占め、さらに曲り量50%をこえる材が15%を占めている。これ

は図 14からもわかるように、採材基準のとり方に問題があるかと考えられるが、素材の曲りを小さく

すれば短尺材が多くなるので、間伐材利用上の問題点として今後検討する必要がある。

100 

挙区学~
plot 

pーー匂 A 

20ι一一一一-'"ー--.6. B 一一
目 。一ー-0C 

10 12 14 
胸 高 直 径 ( 日 )

Breasl h~:ghl d;3ffieter 

図 8 胸高直径即j用材利用率

Fig，8 Volume ratio of saw log 

classified by diameter in 

breast height 

素材の長"(rl 
Sam戸 t~g length 

昌 4.0圏 3.0口 1.8

A B C 

p!ot 

図 10 素材の長さ別出現率

Fig，10 Frequency of sample log 

classified by length. 

o LJh 
30 60 90 120 

29 59 89 119 149 
担切り長さ (cr.)

Rc，ot cuttin;: M'!d 

図-9 根切り材の材長別出現率

Fl耳目 Frequencyof rootcutting wood 

classified by timber length. 

100 

p:ot 
Cトーー司ロ A 

企-A臼

20ト 。ー『ベコ C 

4.0 6.0 8.0 10.0 12日

5.9 7.'3 9.9 11.9 13.9 
査長材の径 (0η}

。ialleleral top 

図-11 径綾別素材のあらわれ方

Fig，11 Frequency of sampl log 

c1assified by diameter at top 
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等 級
Qua:，ty grade 
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図 13 素材血り量のあらわれ方

Fig.13 Frequency on degree of 

crooking of log 

100 20 40 60 3D 
出 現 率 引

Fre[j'Jency 

図 12 素材品等のあらわれ方

Fig，12 Frequency of quality grade 

of logs. 

pJot 
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0
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100 80 

d : 3x3cm 
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f・3.6x4.5cm

40 60 
構成比率似

Structural ralio 

注)材種 a: 10xl0cm 
τVood species b 7x 7cm 

c : 5x 5cm 

20 

図 15 製材品の材種別材積比率と本数比率

Fig， 15 Number ratio and volum ratio classified by 

wood species of lumber 

1.8 3.0 4.0 
素材の長引吋

Sarr，咽 eIQg length 

素材長さと平均曲り量

Relationship between 

average crooking and 

log length. 

10 

図-14

Fig， 14 
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5 製材品の材謹と歩止り

製材は材の形質に合わせて、国から指定された 5種主当場または打合せにより追加した材種を含め、

断面の大きい材種を優先して製材した。その結果を表-6な

らびに図ー15、161:":示す。

製材品材積の合計は plot-Aが主製品のみで 2.0042m'、

plot-Bでは 1.7910m'、plot-Cは 1.4064m'となり、 plot

A とCとでは約O，6m3ほどの差があった。このうち、 plot-

Aでは試験的に国j製品を製材し製品歩11:りの向上をはかった

ところ、国l製品が 0.9882m'生産され、製品の合計材積は

2. 9924m'に増加した。その結果、素材からの製材歩止は

54.9%から82.0%に向上した。しかしその反面、製材時間が

著しく延長するうえ、付加価値の低い製品のみが増加するな

ど、経済的に不利な条件が多くなるものと考えられた。

材種別材積比率では断面の小さい材辺 5cm以下の小割材

が 60%以上を占め、とくに低品質の多い plot-Cでは73%を

こえている。また、材長でも plot-B、Cでは短尺材が50%

金材 長{円)

Wood length 

p!ot 

S行ucluralralゅ

図ー16 材長別製品材積、本数比率

Fig，16 Number ratio and volum ratio 
of squared timbers classified 
by length 

表 B 製材品の 材種と数量

Table. 6 Wood sp岡 田 andyolume 

材、iVoodspecies 種 ploトA plot-B plot-C 

区 分

T厚hick吉n白 S W幅idth L長〈enhE〉さth N本umb数er J1lufi N本umb数er V材olu積me N本umb数er J1lufi 
(cm) (cm) (本〕 (m') (本〕 (m') (本〉 (m') 

10.0 10.0 1. 8-4. O! 2 0.0600 1 0.0300 

官「翠Ei 
7.0 7.0 .. 43 0.7105 51 0.6282 'z1 0.3747 

4.0 9.0 .. 4 0.05'Z1 1 0.0108 l 0.0065 

3.6 4.5 。 125 0.6幻5 131 0.4493 74 0.2266 

2. 7 9.0 。 34 0.2986 

盟百ω 骨
5.0 5.0 1. 8-4. 0 111 0.6283 121 0.6305 

メ
4.5 4.5 29 札酬 i今

ユ

百
3.6 3.6 ク 4 0.0092 

3.0 3.0 4 0.0064 23 0.0363 ι4 0.1024 

外製品

d白

Jδ E 
3.0 9.0 イ少 1 。ω81 11 0.0邸7

3.0 4.5 .. 52 0.1248 

副書"" 凶官Ei “ 古

1.5 4.5 ペ少 102 0.1533 

1.5 4.5以上 今 542 0.8349 
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以となっている。

とくに供試材の製材歩止りは表 7のとおりで、素材/立木、製材/素材とも一般材に比べて低い。

製材/素材の歩止りが著しく低いことは、間伐材からの素材は小径で低賃な材が多いことによるものと

考えられる。乙のことは図ー17に示したように素材の径が小さくなるほど、その素材から得られる製品

断面の長辺が著しく小さくなることからも明らかである。

さらに製品価格の安い小割材が多くなることは、製材過程で価値歩止このように製材歩止りが低く、

りが低くなることを示し、その反面、図ー15、16からわかるように、容積当りの加工手聞が増加するた

め労働生産性が低下するなど、経営的にも不利な条件の要因になるものと考えられる。

plot-C 
10 

y=o， 9X-I， 6 

4 6 8 10 
素材の径(臼)

Diameler at top 

" 12 

製材品断閣の長辺と素材径の関係

Relationship between diameter 

at top end and long s.ide of 
cross section of squares. 

担

E断8

自粛
Eの 6

ち長

主辺4

2い)
E 
」 2 

材積歩止り表-7

Volume ratio 

C 

67，4 61.1 62，8 素材/立木

Logs/Standing trees 

。
47，2 52，2 54，9 製 材 / 素材

Lumbers/Logs 

32，0 31，8 34.5 製 材 / 立木

Lumbers/Standing trees 

図 17

Fig， 17 [EIl特等仁コ i等[5]2等匿ヨ不合格
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Fig， 19 

欠点別等設と総合等設のあらわれ方
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degree of defect 
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Fig， 18 
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6.製材品の品質

製材直後における製品を JASにより格付し、その結果を図 17に示した。

製材品は 1等以上の材はきわめて少なく、 2等以下の材が60%前後となり、このうち丸身の欠点によ

り不合格品が20%ほどになった。

品等格付因子となった主な欠点は丸身で、図 19からわ

かるように各 plot とも5O~60%の製品が丸身により品等

格付されている。これは製材の木政方法の違いで製材の品

質も変わることが予;関されるが、丸身を除けば製材歩止り

の低下を招くなどの問題が生じるので、丸身の欠点は小径

材の形質からくる製材品質の特徴とみなされよう。

製材品の材面にあらわれた各plotの平均集中節径比は

図 20のとおりで、断面の小さい材ほど集中節径比は大き

くなり、未成熟材部である小径材の材質や、節の欠点除去

も困難なことから、利用に際して強度的にも問題点が多い

ものと考えられる。

また、その他の欠点として表一日のように、節、その他

の損傷部から侵入した腐朽菌により製材材面1[.変色が大き

く現われる材が多く製品の化粧的価値を著しく低下させて

いる。

70 

印

珂

刊

集

中

筋

径

比

悶

Q
-
2
司
b
L
ロ
ザ
O
E
V
A

30 

20 

ロ』ー酔ロ A 

b----"- B 

0--0 c. 

10 

一a b c d e 
材種

Wood specト目

注) 材種は図ー14と同じ

図 20 材種別平均集中節径比のあらわれ方

Fig，20 Reretionship between wood 

species and knot are汎 ratio

;1<-8  製材品の材面における変色のあらわれかた (ploH)

Table. 8 Frequency on number of discoloration at the cutting sarface of squar田

Mω
門戸田口、

正

割

正 i
口

角(j')
33 2 

36 10 18 8 37 

2 2 2 

前
Total 両~~1141111 51叶什叶ペ m

注:~百平均長さは最大材面における最大変色長さの平均
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7.乾燥にともなう製材品質の低下

乾燥にともなう製材品質の変化を調べるため、一部の製材品について合水率10%程度になるまで人工

乾燥を行い乾燥後の製材品質を調べた。

その結果、乾燥にともない表一日、 10のように、割れ、ねじれ、などの欠点が発生し、断面の大きい

心持角材の品質低下は著しかったが、小割材の、そり、については表-11のように減少傾向を示した。

これは乾燥時に蓑い材を載せて加圧乾燥した結果によるものと推察され、樹種や材種に適合した乾燥方

法を見出すことにより、乾燥にともなう品質低下をある程度抑制できる九めものと考えられた。

以上、県下の代表的な間伐対象林分からスギ間伐材を選び、間伐材の形質とこれから得られる素材品

の実態を調べその特徴を明らかにした。

これらの結果から、間伐材は足場丸太などにみられるように、丸太のままでの利用が用材利用率や材

価の面からみて有利であることは明らかである。しかし、これらの需要が減退している現在、新らしい

需要に対応した利用方法を開発しなければ、間伐材の利用促進は望めない。

また、通常の製材方法では用材、製材歩止りが低いうえ、製材手聞が多くかかり、さらに断面が小さ

くて短尺な低品質の製材品しか得られないとすれば、間伐材の利用促進に期待は持てない。

したがって、このような形質の悪い間伐材の利用に際しては、前述の形質上、加工上の障害をどのよ

うに解消し新らしい需要に対応した使い易い製品を開発していくかが、今後、間伐材を利用するうえで

の大きな課題と考えられる。

材 種

Wood 

speCles 

平由j

表 9 乾燥材の割れのあらわれ方 (ploト1)

Table. 9 Frequency on degree of check of dry lumber. 

寸法 (cm) 木
E口ndch割eck 

れ (%) 
Size 

厚さ 巾 長さ 5.1- 10.1- 20.1- 30.1--50 40.1-
Thickness Width Length 10.0 20.0 30.0 40.0 

2.7 9 

3.6 4.5 22 1 

3干

A可

|調査本数

Numb町

01 

-竺生盃i二

2.6 I 78 

7.0 I 7 I両誌戸司
計 I

49
1 

1I 8.5 I 36 
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表-10 乾燥材(正割材〕のねじれ量のあらわれ方 (plot-1)

Table. 10 Frequency on degree of twist of dry lumber. 

材種 (cm) DZEL13誌は232民y (% ね凶の方向調査本数

ιlwtthltよ円YJr恥1Fiji-JJJ副会
J;は止し :;4rh はい:

計 31一旦 91 4L.'づ--斗 61 5.ゴ

表-11 生材と乾燥材のそり量白関係 (plot-1)

Table. 11 Relation between the degree of crooking of dry lumber 
and that of green lu皿 ber.

(1) 3.6cmx4.5cmX300......，400cm材
"¥Vood species 

乾燥時のモり量
生材時四そり量(%)
Degree of crooking of green lumber 

日目 36 

De叩片山百両日 4JIof吋 h|101山|旬伺1号五

0.61 - 0.80 I 1 

0.81 - 1.0日

1.01 - 1.2日

1.21 - 1.40 

5 

3 

1 

B 5 

6 6 

6 1 

2 

2 

1 

1 

(2) 2.7 cmX9. Ocmx3∞--40Ucm材
も，y000 specles 

2 1 1 

2 2 1 1 

5 3 1 1 

2 1 l 2 

1 

1 1 

i 廿詩のそり量(%)
乾燥時のそり量 I =De昭g;ζ:eodft芯町悶o∞O叫品ki出印ing0f g'問ee叩nlu山I帥Y

D吋主苦坑吋rτ司t切2jF品品誠設r:士士γt?γ1mng「71 0 …
1

0.21-
。い。

- 0.20 2 5 5 1 

0.21 

_ 

0.40 1 1 3 1 

0.41 - 0.60 2 

0.61 - 0.80 2 

0.81 - 1.00 l 

1 

4 1 

1 
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